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越後酒屋唄の世界
―わがまち長岡の仕事唄―

平成24年度市民企画公募型事業

トークショー

　京都府生まれ。1973年にダウン・タウン・ブギウギ・

バンドを結成しデビュー。「港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコ

スカ」など数々のヒット曲を生み出すとともに、作曲家

として多数のアーティストへ楽曲を提供。映画音楽で

は「駅－STATION」「社葬」でそれぞれ日本アカデ

ミー賞最優秀音楽賞、優秀音楽賞を受賞。又、劇場

音楽では、読売演劇大賞の優秀スタッフ賞を受賞。

自身のライブ活動のほか、映画・舞台音楽の制作、俳

優等、幅広く活動中。毎年秋には、お茶の水JAZZ祭

をプロデュースし、自身のライフワークとなっている。

　横浜市出身。作詞家、作家、プロデューサー。

　夫の宇崎竜童と共に山口百恵の曲の作詞・作曲

を手掛け、山口百恵の黄金時代を支える。女優とし

ても多くのドラマ、映画、舞台に出演し、その魅力を

存分に発揮している。

　近年はライフワークとして、近松門左衛門の「曽

根崎心中」とフラメンコを融合させた作品

「FLAMENCO曽根崎心中」の公演をプロデュー

スし、上演を重ねている。同作品は2001年度の芸

術祭舞踊部門で優秀賞を受賞した。2006年、紫綬

褒章を受章。

　阿木燿子さんは、2008年の「米百俵デー市民の集い」で、「幸福へのパスポート～今を豊かに生きるために」という演題で講演。その際、阿
木さんが主宰する合唱団「ひふみレインボー」の名前は、良寛の「つきてみよ、ひふみよ」と始まる短歌にちなんでいるということがきっかけとな
り、和島地域との交流が始まる。その後、和島小学校の校歌の制作を約束し、2010年３月に阿木燿子さん作詞、宇崎竜童さん作曲の和島小学
校の新校歌が発表された。
　また、2009年9月には市立劇場で、阿木燿子さんプロデュース、宇崎竜童さん音楽監督による「FLAMENCO 曽根崎心中」が上演され、
フィナーレに出演者とともに宇崎さん、阿木さん夫妻が舞台に登場すると、スタンディングオベーションが巻き起こった。
　2011年7月、長岡市の魅力の紹介やイメージアップに関する協力活動を担う「越後長岡応援団」に就任。

長岡市との
関わり

  あ　き　  よう   こ

阿木 燿子 さん

  う　ざき  りゅうどう　　　   

宇崎 竜童 さん

	 心はいつでも帰ってゆくよ
	 幼い日に見た　あの風景に
	 黄

こがね
金に波打つ　まるで海だね

	 稲穂が揺れてた　刈り入れの頃

	 　お米は神様　みんなの神様
	 　お米は神様　小さな神様

	 私達はもう子供じゃないから
	 本当は何でも分かってる
	 愉快なこと　元気の源

みなもと
　

	 あなたがいつでも　側に居てくれるから

	 　お米は神様　身近な神様
	 　お米は神様　やさしい神様
　　
	 ふっくら炊けば　美味しいご飯
	 蒸してこねれば切り餅　丸餅
	 こんがり焼けば　パリッとおせんべい
	 樽に寝かせて　お酒に変身
　
	 お礼を言うのは私達なのに
	 秋風　吹くたびお辞儀をしてる
	 一粒一粒　小さくたって
	 大きな力を　うちに秘めてる
　
	 　お米は神様　みんなの神様
	 　お米は神様　小さな神様

	 良寛様は子供と蹴鞠が好き
	 子供達も良寛様が好き
	 今でも残る　あの歌この歌
	 ルルルルー　あの歌この歌

	 「子供らは　今はや丈の伸びつらむ
	 　行きてみましを　今年の春を」　
　　　
	 良寛様は子供とお酒が好き
	 酔えば子

こ ら
等に子守り唄を聴かす

	 置いてきぼりの　あの歌この歌
	 ルルルルー　あの歌この歌

	 「ねんねんねんねん　ねんねんや
	 このこがねったら　なにくろや
	 あったけまんまに　ととかけて
	 さっくらさっくら　かせよかな」

	 私達はまだ大人じゃないけど
	 何が大切かは　分かってる
	 ありがとうって	感謝する気持
	 あなたが毎日　教えてくれてるから
　
	 　お米は神様　身近な神様
	 　お米は神様　やさしい神様

	 　お米は神様　みんなの神様
	 　お米は神様　小さな神様

お米は神様　　　　　　　　（作詩：阿木燿子　作曲：宇崎竜童）
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